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の５写 本 が名 義 で，の２写 本 は
名義，残りのは作者名なし。のみ補足で，
の名を記すが，この名の詩人はがもう１か所
	
	なる詩人に補足として載せるのみ（上の表の
）
④	
	写本（ほかに古フランス語への換骨奪胎版が４
作品）のうちと，	
	αが名義で，
との補足が	名義，	

♪θ，κの写本が作者名なし
となる。これを見ると②③のように写本の独自の情報によるものと，①
④のように他の写本と情報の重なるものがある。①のもともとの名義であ
る	
は，	

によれば，	

と同一人物とされる。いずれにしても，補足情報がすべての独自のもの
というわけではなく，このの例以外をみても，とくに写本と
作者措定の関連がありそうである。写本はたんなる網羅主義を信奉して
いるのではない。その裏にひじょうに複雑な写本伝承があり，編纂者はさ
まざまの情報を勘案したうえで補足をほどこしているのではないだろうか。
　　このことは，補足部分や，作者措定にとどまらず，テクストの内容そ
のものについても言えることで，マリア・カレリは，ほんらいとは伝承
の系統の異なる3（マドリッド王立図書室で自分の発見したh2 写本のうちの，
散逸したミケル・デ・ラ・トール本からとった部分）のテクストが，ときどき
の孤立した読みと同じ読みを示しているという。もしこれが事実ならば，
フランス国立図書館写本における目次と索引
―　　―
そしてたんなる偶然の一致でなければ，の編者ないしは写字生の介入と
か，おせっかいとして，しばしば片づけられ，ときには軽視されがちない
くつかのテクストは，じっさいは複雑な伝統に由来するものということに
なる。
　　伝本の裏に隠れた，いまは失われたその伝承を探ることは容易ではな
い。しかし，それがという「集積地」の性格を知ることにつながり，ひ
いては現存のテクストのより正確な理解にいたるとすれば，さまざまの方
向から，その形跡をたどることも無駄ではないだろう。そして，目次や索
引は，それを多少とも写す鏡の役割を果たしているのである。
（せと　なおひこ　文学部教授・図書館副館長）　
―　　―
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